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1879年（明治12年）：設立

1922年：個人会員制→団体会員制

現在：96団体の会員，賛助・団体会員

2029年：創立150年

日本工学会について
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 工学に関する諸提言の発出

 世界工学団体連盟(WFEO)の諸活動
への貢献

 工学系共通課題への取り組み：科学
技術人材育成コンソーシアム，CPD
協議会，技術倫理協議会，etc.

 工学系学協会の連携促進：会長・
フェロー懇談会，事務研究会

主な活動
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 広汎・多岐にわたる工学各分野の多
様なニーズに応える→会員学協会の
機会均等化

 学協会の個人会員に日本工学会の機
能・役割をよりよく理解して頂く→
広報の促進・強化

工学のさらなる発展のために

4



分野再編の背景
現行の分野分類 学協会数

1. 基礎 31
2. 鉱業金属 15
3. 機械 16
4. 構造 8
5. 電気 10
6. 化学 16

合計 96

 工学体系の経年変化に応じた分野名に変更

 分野横断型，情報システム系などの学協会
が増加して「1.基礎」が多い

理事6名・監事1名が6分野から選出される．
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分野再編の目的

 分野間の偏りを緩和してバランスよく
学会へ意見を反映する→役員選出

 現代社会になじむ分野名に変更する

 分野構成を視覚的に確認できる画像素
材を作る→広報戦略
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 必要最小限の再編とする

 日本学術会議の工学系分野を参照する

 7分野に再編して役員選出枠とする［理
事7名＋監事1名（持ち回り）］

分野再編の考え方
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分野再編の原案

現行分類 学協会数
1. 基礎 31
2. 鉱業金属 15
3. 機械 16
4. 構造 8
5. 電気 10
6. 化学 16
合計 96

旧 新
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改正案 学協会数
1. 基礎・複合 22
2. 材料 15
3. 機械 17
4. 社会基盤 8
5. 電気・電子・通信 10
6. 化学 14
7. 情報システム 10
合計 96
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原案：所属分野の変更（着色部は変更あり）



分野上の学協会（再編後）
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アンケートご協力のお願い
会員学協会の実情に合う唯一分野を
選択するようお願い致します．
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ご静聴ありがとうございました
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